
市
職
員
採
用
試
験（
社
会
人
枠
）

＊いずれの職種とも日本国籍を有し、採用時に本市に居住できることが条件です。
職　種 採用予定人員 主な受験資格

建築技師

上級職 若干名
①昭和 51年４月２日以降に生まれた者
②大学卒業者で一級または二級建築士の資格を有する者
③民間企業などにおける職務経験を３年以上有する者

初級職 若干名
①昭和 51年４月２日以降に生まれた者
②高等学校卒業程度の学力を有する者で一級または二級建築士の資格を有する者
③民間企業などにおける職務経験を３年以上有する者

土木技師

上級職 若干名
①昭和 51年４月２日以降に生まれた者
②大学卒業者で土木に係る学科を卒業した者
③民間企業などにおける職務経験を３年以上有する者

初級職 若干名
①昭和 51年４月２日以降に生まれた者
②高等学校卒業程度の学力を有する者で土木に係る学科を卒業した者
③民間企業などにおける職務経験を３年以上有する者

保 健 師 上級職 若干名
①昭和 51年４月２日以降に生まれた者
②大学卒業者で採用時において保健師の資格を有する者
③民間企業などにおける職務経験を３年以上有する者

＊受験資格については、①～③の全てを満たす必要があること。
＊建築技師および土木技師の初級職は、建築技師および土木技師の上級職の受験資格を有する者を除く。

■「民間企業などにおける職務経験を３年以上有する者」について
・平成 28年３月 31日現在の民間企業などにおける募集職種に係る職務経験（以下「職務経験」という。）を指します。
・職務経験には、会社員、公務員、団体職員、自営業者などとして、６カ月以上継続して就業した期間を通算します。
・職務経験が複数の場合には、通算することができますが、同一期間内に複数の職務に従事した場合は、いずれか一方
　のみの職歴に限ります。また、職務経験には、独立行政法人国際協力機構法に基づく青年海外協力隊などの国際貢献
　活動の経験も含みます。ただし、在学中のアルバイトなどは該当しません。
・最終合格決定後、職務経験の確認のため、職歴証明書などを提出していただきます。

　
受
験
資
格
な
ど
に
つ
い
て
は
、
採
用
時

に
本
市
に
居
住
で
き
る
者
で
、
職
種
ご
と

に
下
表
に
定
め
て
い
る
と
お
り
で
す
。

【
試
験
日
時
】＝
７
月
3
日（
日
）

＊�

試
験
会
場
、
集
合
時
間
な
ど
は
、
受
験

票
発
送
時
に
通
知
し
ま
す
。

＊�

応
募
者
多
数
の
場
合
、
面
接
試
験
を
別

日
に
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
試
験
内
容
】＝

▼
面
接
試
験（
全
職
種
）

▼
専
門
試
験（
土
木
技
師
の
み
）

＊�

募
集
要
項
・
受
験
申
込
書
は
、
本
庁
４

階
総
務
課
・
各
支
所
地
域
振
興
課
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
か
ら
も
取
得
可
）

■
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
の
場
合

【
提
出
書
類
】＝

①
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書

　
＊�

受
験
票
用
写
真
２
枚（
無
帽
・
上
半
身
・

正
面
向
、
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

②�

82
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信

用
封
筒（
長
形
３
号
）

　
＊�

郵
送
で
の
応
募
は
簡
易
書
留
郵
便
の

み
受
け
付
け
ま
す
。

【
応
募
期
間
】＝
４
月
11
日（
月
）～
６
月
６

日（
月
）当
日
消
印
有
効

■�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込（
電
子
申
請
）

の
場
合

【
提
出
書
類
】＝
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

あ
る「
新
規
採
用
職
員
募
集
」の
ペ
ー
ジ
か

ら
ア
ク
セ
ス
し
、
電
子
申
請
の
手
続
き
を

確
認
し
た
上
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
間
】＝
４
月
11
日（
月
）～
６
月
２

日（
木
）�

　
＊�

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
に
比
べ
て
、

受
付
期
間
が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
・
問
合
先
】＝

〒
８
９
５
‐
８
６
５
０

神
田
町
３
番
22
号

総
務
部
総
務
課
人
事
グ
ル
ー
プ

（
23
）５
１
１
１（
内
線
４
５
２
２
）

～ 
あ
な
た
の
経
験
を 

市
政
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か 

～
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小
中
一
貫
教
育
を
支
え
る「
さ
つ
ま

せ
ん
だ
い
学
校
応
援
団
」の
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
個
人
・
団
体
・
企
業
の
方
な
ど
、
あ

な
た
の
チ
カ
ラ（
知
識
、
技
術
、
で
き

る
こ
と
）を
生
か
し
て
、
小
・
中
学
校

で
子
ど
も
達
の
活
動
を
支
援
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

さ
つ
ま
せ
ん
だ
い
学
校
応
援
団（
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）事
業
と
は
？

　
地
域
の
個
人
・
団
体
・
企
業
の
方
々

に
名
簿（
応
援
団
）登
録
し
て
い
た
だ
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
小
・
中
学
校
の
要
望

に
応
じ
た
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
で
す
。

【
活
動
の
内
容
】＝
小
・
中
学
校
で
の
学

習
支
援
や
そ
の
他
の
活
動
へ
の
支
援

【
活
動
の
範
囲
】＝
市
内
の
公
立
小
・
中

学
校
内
。
基
本
的
に
、
居
住
す
る
校
区

内
の
小
・
中
学
校
と
な
り
ま
す
。

【
調
整
の
方
法
】＝
学
校
か
ら
の
支
援
要

望
を
受
け
て
、
各
公
民
館
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
調

整
し
ま
す
。

【
報
酬
な
ど
】＝
謝
金
や
交
通
費
は
あ
り

ま
せ
ん
。
活
動
中
の
不
慮
の
事
故
な
ど

に
つ
い
て
は
、
市
が
加
入
す
る
保
険
の

範
囲
内
で
対
応
し
ま
す
。

【
申
込
先
】＝
中
央
公
民
館
、
地
域
公
民

館
、
教
育
課
、
教
育
課
地
域
駐
在
に
直

接
申
し
込
み

▼
川
内
地
域
＝
中
央
公
民
館（
社
会
教

　
育
課
）
（

２２
）７
２
５
１

▼
そ
れ
以
外
の
地
域
＝
公
民
館
ま
た
は

　
教
育
課
ま
で
　
　
　
　
　

・
樋
脇
公
民
館 

（
37
）２
０
３
６

・
入
来
公
民
館 

（
44
）３
３
５
８

・
東
郷
公
民
館 

（
42
）０
０
５
３

・
祁
答
院
公
民
館 

（
21
）８
７
５
５

・
上
甑
島
教
育
課 

（
３
）２
３
１
１

・
上
甑
島
教
育
課
上
甑
地
域
駐
在

　
（
２
）０
０
０
１

・
下
甑
島
教
育
課
（
７
）０
３
１
１

・
下
甑
島
教
育
課
鹿
島
地
域
駐
在

　
（
４
）２
２
１
１

図工の手伝い

裁縫の手伝い

水泳指導補助

習字の指導

楽器演奏補助

理科の実験補助

　主なボランティア内容は、
学習支援です。
　授業のアシスタントを求め
ています。

（学校支援ボランティア事業）

要望

協力依頼

ボランティア
登録

支援

市内の公立小・中学校

学校支援
ボランティア

地域本部（9カ所）
中央公民館、地域公民館
コーディネーター

（社会教育指導員など）

さつませんだい学校応援団の構成図 支援内容

小学校 615 人

中学校 201 人

合　計 816 人

＊現在のボランティア登録者数

[問合先]＝社会教育課青少年教育グループ（中央公民館内） 　（22）7251

　第４土曜日を中心に、市内の公

民館や教育施設などが提供する体

験学習・活動のプログラムを自由

に選択・参加し、有意義な土曜日

を過ごそうとするものです。

【参加方法】

　毎月、学校から届く「チラシ」を

見て、参加したいプログラムに申

し込みます（自由参加です）。利用

料金などの詳細は、毎月のチラシ

でお知らせします。

【プログラム例】 

　基礎・基本学習講座、公民館の

子ども向け創作・体験講座、島の

小さな映画館（ミニ試写会）、少年

自然の家のプラネタリウム観賞、

スマートハウス見学、原子力発電

所見学、おはなし広場など

わくわく薩摩川内
土曜塾に参加を！

あ
な
た
の
チ
カ
ラ
で

　
　
　
　
　
学
校
支
援
を
！

平成 27年度

個　人 419 人

団体・企業 25件

ボランティアの
内容を情報提供
調整　結果報告

＊活動を行った
　ボランティア延人数
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